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第 1章緒 言 
1908年 Metschiniko圧が腸内菌の無用有害説を立て，人間の早老動脈硬化は腸内菌殊に魔
敗菌に依る中間生産物の吸収によると云い， Yoghurtを常用する時は， 其の主作用菌たる 
B. bulgaricusが腸内に於て増殖し乳酸を作り魔敗菌を駆逐し腸内の異常醗酵を軽減して，
以て腐敗現象の悪影響を除き，早老動脈硬化等を抑制すると提唱して以来，腸疾患の措抗菌療
法が幾多先進諸民に依って行われているが，最近に於ける化学療法の進歩は目覚しいものがあ
り，新らしい化学療法剤特に優秀なる抗生物質が次々に発見せられ，治療医学に著しい貢献を
もたらしたが，近年に到り，抗生物質投与に依り動物の発育を促進せしめ得る事実が注目さ
れ，臨床方面に試みられている。昭和 10年当教室に於いて宮入近治氏が腸内細菌叢の研究中，
偶々魔敗菌に対して強力なる措抗作用を有するー芽胞菌を分離し，この措抗作用を利用して，
これを腸疾患の治療に応用した。最近この芽胞菌の製剤をミヤリサンと命名して治療界に提供
し，臨床上其の効果を認められて広く用いられているところであるが，此の措抗機転に依り病
後本論文の要旨は昭和 30年 11月千葉医学会例会で発表した。
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原菌を抑圧し，腸内の魔敗醗酵を防ぎ，生体に好影響を及ぼす限り健康の保持増進は勿論，発
育生長にも好結果をもたらすであらうと云うことは推察に難くなし'0設に於て著者は谷川教授
の指導のもとに酪酸菌製剤ミヤリサンの経口投与が動物の生長に如何なる影響を及ぼすかを鶏
雛にいって実験し，其の作用機序を腸内細菌叢の消長方面より検討した。こ与に一定の知見を
得たので報告する次第である。
第2章支 献
鶏雛の腸内常在菌は M~nnes & Rochlin(1929) 
に依れば，乳酸菌，腸球菌が主であるという。 、
Minkewitsch(1929)は陸擾，水棲の飼養鳥及び
野禽74羽を検査して， 37例に大腸菌を検出し，大
腸菌は鳥類の腸内常住菌で、はなし、と結論したが，
Emmel(1930)は 10羽の雛及び 20羽の鶏の糞便を
検査した結果，大腸菌族最も多く恒常的腸内細菌な
りと報告した。 Kucel (1930)は健常七面鳥の腸内
好気性細菌は，大腸菌，腸球菌，乳酸菌が主要菌で
あることを認め，加藤・佐々木 (1934)も正常飼料
を以て飼育せる鳩及び、鶏の腸内細菌の研究に於い
て，該三菌を常在菌なりとし，作田(1941うは家鶏
につき，好気性培養では大腸菌:22.3%，腸球菌 74.3
%， r嘗酸樟菌 2%，嫌気性培養では腸球菌 69.4%，大
腸菌 15.2%，唾酸梓菌 7.7%を報告し，別所(1955)
は鶏雛について，好気培養では腸球菌，大腸菌が絶
対多数で引に徴小集落を認め，嫌気培養では大腸
菌・腸球菌が大多数で備性嫌気性菌は僅少で‘且つー
貫した傾向は認めなかった。向微小集落の大多数は
原菌との桔抗作用を認めた。岩井(1935)は Tarrozi
糖加プイョ γ中にて Bifi.dus菌は腸球菌に対しては
抑制せざるも大腸菌に対しては措抗作用あるを認 
め，曙酸樟菌は腸球菌の発育を抑制すると報告し
た。宮入(1935)は腸内細菌の研究中，糞便よりー
新芽胞菌を分離し，これが腐敗菌，志賀赤痢菌，チ 
フス菌，パラチフス菌等に強力なる捨抗作用のある
ことを 1938年に報告Lてしる。相磯・畠中(1942)
は生員類より宮入氏の芽胞菌に類似せる酪酸菌を蒐
集L抗腐敗性酪酸菌と命名し，腐敗菌に対し捨抗作
用あることを報告した。木橋(1950)は抗腐敗性酪
酸菌が嫌気性腐敗菌のみならず好気性腐敗菌にも捨
抗作用あるを認め，食品の腐敗防止に応用し得ると
述べた。小林(修)(1 952)は唾酸樗菌を 1日1億以
上分服せしめで乳児の下痢症，赤痢，慢性消化不良
症を治癒せしめ得たと述べ，松川・高頭(1952)は
乳酸菌製剤ピオブェルミシを投与して，アノイリナ
ーゼ症を減少せしめ得たと報告してしる。これより
先に動物の発育促進作用に就いて Moore (1946) 
の Streptomycinについての報告があり，森本
署酸揮菌で、あったと報告している。(1953)は Terramycin及び Streptomycinに体
細菌相互間の拾抗作用に関してはb既に Pasteur 重の増加作用のあることを報告している。当教室に 
(1887)によって認められ，爾来これに関する研究 於ては早くより無菌飼育に着手し，最近に於て斎藤
が阻んに行われ，此の作用を応用して，拾抗菌を増 (1956)は無菌飼育法に依って飼育した無菌雛に犬
殖せしめ，侵入せる病原菌の発育増殖を抑制し発病、腸菌を経口投与し，鶏雛の発育が停滞乃至滅少する
を予防せんとする方法，更にこれに依り腸内の腐敗
醗酵を防ぎ，以て健康の保持増進をはかる所謂腸内
拾抗菌療法は Metschiniko妊の不老長寿論を濫腸
として多くの業績がある。
野竿(1923)は Bifi.dus菌と腸内病原菌との混合
培養を行い拾抗作用あるを認め，動物体内に於ても
之れを認めたと云う。天児(1924)は小児腸障碍に
Bifidus菌と脅酸揮菌の二菌を含水炭素に混じて得
たる製剤「チFスベプシンJを応用し良好なる成讃を
得たと云う。菱刈(1927)は牛乳培地に於て長棒状
乳酸得菌と腸内病原菌，大腸菌，腸球菌及び斐形菌
と拾抗作用ありと報告した。川上(1928)は2%糖
加プイヨシで，乳児より分離した乳酸梓菌と腸内病
ことを認め，大腸菌の有害作用あることを確認し，
更に此の作用は腸球菌に依って相殺される事実を報
告した。叉河合(1956)も無菌飼育法に依り飼育し
た鶏雛に腸球菌を与えて其の有効なることを認め，
腐敗菌である C1. Sporogenesを与えて其の有害
作用のあることを報告してし品。而も両者は捨抗作
用があると述べてし、る。福島(1956)は同じく鶏雛 
に磐酸樗菌を経口投与し有益作用あることを報告し
た。
第 3章実験方法
第 1節雛の飼育
鶏雛の発育が季節，生活環境，飼料等に依り影響
され，叉其の常在腸内菌叢の分布にも影響を及ぼす
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ことは周知の知くである。依って本実験に於し、ては
次の如き一貫した飼育方法で鯛育した。
工 雛及び其の管理
雛は千葉県農業技術研究所斡旋の母雛の判然とし
た単冠白色レグホ Y種の雄を用いた。箱型育雛箱を
設計し飼育に供した。箱は保温室と運動室とに分
れ，保温にはヒヨコ電球を使用した。保温室は瞬化
後 1週は 370C， 2週は 320C，3週は 270C，4週は 
220C，5週は 170C，6週よりは室温とした0 ・敷藁は
コクシジウム感染予防の為に 1200C20分乾熱滅菌
したものを使用し， 第 1週~第 2週は週 1回， 第 
3週は 2回，第 4週以後は更に交換回数を増して極
力衛生的飼育に注意した。向育雛箱は 2個用意し，
一方はミヤリサン投与群に，他方は対照群雛の飼育
に供した。 
E 飼 料
農業技術研究所処方の完全飼料(玉萄黍 50%，大
豆糟 14.5%，盤 15%，魚、粉 10%，脱脂米糠 8%， 
CaC03 2%，NaCl 0.49%，MgSOl 0.01%，蛋白
質含有量 22%)の初生雛用粉砕飼料を用い， 1週後
よりキャベツを 20%量添加したo 給飼量は 1羽に
つき餌付け当日(生後3日目)5g，以後 1日につき 
19宛増量した。ミヤリサシ群には第 1回実験に於
ては生後 15日後より給飼量に対して 0.2%ミγリ
サンを，第 2回実験に於ては 7日後より 0.5%を，
第 3回実験に於ては 25日後より 5%を，第 4回実
験に於ては 11日後より 1%を，第 5回実験に於て
は10日後より強ミヤリサシを 1%の割合に飼料に 
均等に混和して与えた。使用せるミヤリサンは宮入
菌剤研究所より送られたミヤリサ y及び強ミヤ Yサ
Yにして，其の 19中にはミヤリサシに於ては酪酸
菌芽胞約 500億個， 強ミヤ PサYに於ては約 2，000
億個を含有すると云う。
第 2節採便並に稀釈法 
午前9時現袷飼前に実験雛を個々に滅菌せる新聞
紙上に立たせ， 自然排便を待って，排便後直ちに
0.2gを秤量し之れを歯科用小乳鉢に採り泥乳状に
なるまで良く練り，之れに1.8ccの生理的食塩水を
加えて稀釈良く捷持し， 30分放置し其の上清を原液 
とする。次いで之れを通法に依りメスピペットにて
倍数稀釈を行し、各段階の稀釈液を作る。一方原液を
4倍に稀釈して，東洋穂紙製造会社製水素イオ Y濃
度測定紙を以て pHを測定したo 同時に糞便の色
調，硬度，臭気等を観察した。 
第 3節菌検査法 

工 培養基と培養法

好気性培養には次の培地を使用した。
 
a) 1%葡萄糖寒天平板 (370，24時間培養〉 
b) E. M. B.培地 (370，24時間培養〉

嫌気性培養には教室常用の黄燐法に依り
 
a) .1%葡萄糖加 10%山羊血液肝臓寒天平板 
b) ジャガイモ培地 
c) 本間培地
を何れも 370，96時間培養した。
E 菌種決定並に主要常在菌 
自家経験に依り菌種の判明せざるものは総べて鈎
菌して菌の同定を行って菌種を決定した。主要常在
菌に就いては大腸菌，腸球菌，普酸梓菌が其の大部
分を占めるとし、う先人の幾多の報告の如く，著者の
予備実験に於ても亦該三菌が圧倒的に多かったの
で，之れを主要常在菌と判定して，ネれに主体を置
き其の消長を観察したo 
E 菌数計算法
各段階に稀釈せる平i阪の中，適当の集落数台得た
ものを精査し通法に依り菌数を算出した。
第4章第1回実験成績
第 1回実験はミヤリサン群(以後 M群と略称す〉 
6羽，対照群7羽計 13羽を飼育し， 勝化3日後よ
り1週間おきに体重を測定した。実験期聞は 5月 18
日より 7月 13日迄である。
第 1節一般状態
M 群に於てはミヤリサ y投与後 20日頃より対照
群に比して梢々優勢となり全般に色艶良く活気があ
った。対照、群に生後 35日目に血便を排泡:せる雛が 
1羽舞死した。

第 2節体 重
 
1)平均体重
第 1表の如く生後約 48時間即ち餌付け直前の体
重は M 群 34.5g，対照群 34.8g，ミヤリサ Y投与直
前の体重は夫々 88.8g，•86.8 gで 2.0g (2.3%) M 
群が優勢を示すも， ミヤジサン投与後に於ては更に
其の差大となり，投与 9日後に於ては其の差7.5g 
(5.8%)，23 日後に於ては 40~3 g (1891の， 30日後に
は55.2g (22.2%)と最高を示し 44日後に於ては M
群 389.7g，対照群 358.9gとなり， 30.8 g (8.6%) 
の差を示した。
2) 個々の雛の体重
ミヤリサジ投与直前の体重について両群を検べる
と，対照群の平均体重値を下廻るものが M 群，対
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第 1表 第 l回実験体重 
M 群
ヰぎ 3 10 15 ミヤリサ Y投与後 (W) 24 1 31 2 38 3 45 4 52 5 59 、 6 
1 36 55 86 132 182 230 255 283 336 
2 35 64 96 132 202 250 300 347 375 
3 35 56 72 108 156 208 260 336 364 
4 33 62 104 168 252 346 391 440 479 
5 33 57 82 130 196 245 290 321 355 
6 35 57 93 145 206 264 316 357 429 
平均体重I34.5 8.5; 88.8 I 199 257.1 304 389.7.5 135.8 347.3 
対照群との， - • 2.0' 7.5体重差 (g) I ~.v I 7.7 40.3 55.2 24.5 30.8 
グ 2.3 5.8 4.02 18.0 22.2 7.5 8.6ωI I 
対照群
15 I 24 31 38 45 52 59語竺I3 10 
106 I 164 257 322 349 440 518 
82 128 190 177 181 223 243 
76 102 154 184 237 320 350 
96 I 168 254 300 327 400 465 
74 1. 80 113 . 140 185 254 259 
87 I 128. 180 178 214 300 317 
8~.8' I問山 216.8 248.8 仰 358.9
照群共に半数あるもミヤリサシ投与 44日俸に於て 第 2節体 重
は M 群の発育良く，対照群の平均体重値をよ廻る 1)平均体重
もの 4羽となり，対照群に於ては 2羽のみとなり， 第 2表の如く生後約 48時間即ち餌付け直前の体
残る 4羽は発育が劣り而もその半数は特に発育が悪 重は M 群 35.4g，対照群34.2gで梢々 M 群優る
い。個々の雛の発育を曲線で描いて見るに，対照群 がミヤジサン投与 10日後に於ては更に優勢となっ
の不安定な曲線に比して M 群のそれは何れも素直 て10:8g (10.6%)の差をつけ， 17日後に於ては 26.6
な曲線を示す。 g (18.3%)と其の差は最高を示し， 52日後は夫々
第 5章 第 2回実験成績 508 g，480 gで 28g(5.8%)の差を示した。 
実験は M 群 6羽，対照群7羽計 13羽で，第 1 2) 個々の雛の体重
回実験と同様癖化 3日後より 1週間おきに体重測定 個々の体重は前回ほどの差異は見られなかった
をした。実験期聞は 9月 16日より 11月7日迄であ が，前回同様発育の劣るものが多く対照群中に見ら
る。 れた。
第 1節一般状態 第6章第3回実験成績 
M 群，対照群何れも快調に発育し， 生後 3週~ 実験は M 群 13羽，対照群 13羽計 26羽につい 
4週噴は特に良好であったが，第 5週中に対照群2 て行い，体重を測定すると共に各群より 4羽宛検査
羽， M 群 1羽相次いで舞死した。これ'は第 5週に 雛を定め，計8羽につき 72回糞便菌叢を検査した。
入ってから天候悪く，加ふるに夜になって長時間停 実験期間は 10月 16日より 12月 13日迄り 59日間
電が 2日程あり保温が悪かったのが影響したと思わ である。
れるo 
第 2号 花沢: 酪酸菌製剤ミヤリサジの動物の生長に及ぼす影響にいて -397ー
第 2表 第 2回実験体重 
M 群 
正当常[-f 24 30 37 45 54 59 83 4 5 6 7 
A
ゐ
50500

AUnuooqa
平均体重 I35.4 I50.8 山山 217.8 269.6 350 442.4 508 

対照群との1.2 I 2.2 10.8 26.6 16.2 16.0 36.0 27.0 28
体重差 (g) I iム 
pω1 3.5 J 4.5 10.6 18.3 8.0 6.0 11.4 6.5 5.8 

対照群 
  
45455

400

Tin4nφdιZFO qonoqoqoqo q d
tqA司 
司 ・  
100 161 205 220 

q dnunUFO
410 470 

104 170 225 290

泊 唖
503 600 

qoqoqo
115 168 218. 280 

137 203 226 283 Lnhu

103 157 215 275 

440 500 

内 
399 460 

460 
 510 

、 
J 
10 17 24 30 37 45 54 59
JE雪3 
6 40 I 50 100 143 183 225 290・ 400 470 

7 I 28 I 41 90 143 209 280 377 450 560 

8 1 33 j 51 108 155 213 270 327 420 460 

9 I 34 I 49 100 133 199 228 241 357 400 

10 1-3652 107 152 204 265 335 450 510 

平均体重 I 34.21 48.6 10f 145.2 201.6 253.6 314 415.4 480 

第 1節一般状態 が鈍って来て，対照群を凌ぐに至らず却って対照群
この実験に於ては両群の聞には格別の差異が見ら の方が M 群を引離した。
れず，後半に至って却って対照群の方に可良の傾向 第 3節腸内菌叢
が見られた。 各群4羽の糞便 19中の生菌数を逐目的に検査し
第 2節体 重 た。嫌気性培養には Zeisslerの培地，好気性培養
1)平均体重 には 1%葡萄糖寒天， E. M. B.培地を使用した。
第 3表の如く餌付け直前の体重は M 群 32.7g， 各群 1例宛について成績を例示すると第4表の如く

対照群32.8gで殆んf差が無い。 ミヤリサシ投与 で，其の所見を総括すると大体次のようになる。
 
直前の体重は M 群 126.3g，対照群 138.0gで 11.7 1) 生後3日餌付け前既に大腸菌，腸球菌は可成

g(9.26%)の差があり対照群の方が発育良好の傾向 りの菌数に増殖し，寧ろ全飼育期聞を通じて最高値
 
があったが，ミヤリサシ投与 6日後には M群 172.1 を示すものが多し¥此の時期には瞥酸樗菌は出現す
 
ι 対照群 173.0・gとなり M 群は急速に対照群に追 るものとしないものとあり区々で、あった。
いついた。その後約 2週間は両群の差は殆んど無い 2) 対照群に於て 3菌の分布状態を見るに，生後
が， 3週後即ちミヤリサン投与 1ヶ月後に至つては 賓迄は大腸菌と腸球菌とは大体に於てlOn30日i の同 
M 群次第に劣勢となり，4週後には M 群 487.7g， じn値に分布している。市して感染当初より 1---2
対照群は 510gとなり M 群の劣勢を示した。 週の噴は概して高い菌数即ち n=8---9を示して
2) 個々の雛の体重 し、るが， 3週日噴より減少の傾向を示して n宇 7に
個々の雛の体重を比較するに M 群 13例中 12例 降って略々定着している， 1ヶ月を過ぐる噴より大
に於て，ミヤリサシ投与 1週後体重増曲線の急上昇 腸菌は更に減少して 10の 1Oder位下の菌数を示
を示しこの傾向は概して発育の劣る雛ほど顕著で す様になる。曙酸梓菌は全期を通じて殆んどが断続
あった。然し乍らミヤリサ Y投与 4週目噴より発育 的に出現し関連性を欠く様?こ見受けられたが出現時
-398-
千第 会瑛.2訂群医 型第実域 雑隣誌重
第 33巻
M
3 11 17 25 31 39 47 54 61 
乱f 投 与 後 (W) 1 2 3 4 5ヰプ 
唱1 30 59 87 97 143 220 296 337 411 
2 34 62 112 167 218 290 395 481 539 
4 39 65 96 111 191 、235 340 403 465 
5 31 53 80 107 138 190 252 331 417 
6 34 62 90 114 148 207 ' 274 366 425 
7 33 57 86 117 157 199 272 365 424 
8 35 67 105 142 197 279 376 445 546 
9 29 53 94 150 201 294 413 569 663 
J10 35 55 91 127 183 265 348 436 526 
11 30 67 112 160 211 282 396 526 632 
13 33 50 73 90 125 175 245 324 392 
134 183 253 332 40014 33 58 87 116 
15 '30 63 103 144 192 243 334 434 500 
32.7 59.3 93.5 235.5 322.6 411.4 487.7 
対体重照群差と(gのsl -12.1 -7.4 -37.6 -'"22.3 
， 
ω| -5.13 -2.29 -9.13 -4.57グ 
対 照群
話可 3 -11 17 25 31 39 47 54 61 
16 31 55 85 142 199 305 403 568 644 
17 32 64 111 170 230 327 425 556 606 
18 31 63 91 130 164 242 320 433 490 
21 36 60 95 147 208 315 432 589 646 
22 33 58 83 117 160 197 286 413 473 
23 29 64 95， 120 157 241 330 438 564 
24 33 66 105 139 195 294 382 537' 638 
25 30 50 70 103 138 199 256 320 355 
26 31 63 90 117 154 233 300 439 526 
27 39 71 103 140 179' 263 362 479 548 
28 34 64- 100 140 190 268 355 465 493 
29 35 80 97 134 167 210 282 374 410 
30 32 67 90 102 108 125 160 227 277 
平均体重 |ω 63.4 90.3 138 173 247.6 330 449 510 
め菌数は大体腸球菌に近い数値を示した。 中雛期を経過して 7週目噴から大腸菌は再び増加
nめ ミヤリサシ投与に依る菌分布を見るに，ミヤ・の傾向を示し，大腸菌と腸球菌とは大体lOの同じ 
Pサシ投与 1週後に於て，全例に犬腸菌の減少を認 n値を示す様になった。倫腸球菌，普酸樗菌の出現
め 10の 1 Oder {立下の数値を示した(此の時期に 状態は殆んど対照群と安らなかった。
は対照群に於ては減少傾向未だ現われず'.中雛期の 第 4節体重と腸内菌叢との関係
大腸菌の獄少傾向が対照群よりも早期に現わちた。〉 体重と菌叢の絶対数とは余り関係が無い様である
第 2号 花沢: 酪酸菌製剤ミヤリサ yの動物の生長に及ぼす影響にいて ‘ -399寸j 
第 4表
雛 No.27対照雛
， 
生後 日 数| 3 11 17 25 31 39 47 54 6~ 
糞便の性状|緑駐白品 褐軟 褐普+通白 普褐通 乳普白通+褐褐普+通白 軟褐+白 当主
糞便 6.0 6.4 6.2 6.0 6.2 6.6 6.2 6.0 6.2 
嫌 
ヌaーU 
性
培
N@盤。吋
大腸菌族 
腸球菌族 
グ(愛形菌〉 
地培
害酸樗菌族 
そ の他 
2.65 
3.9 
1.02 
31.5 
19.2 
1.30 
3.14 
8.9 
5.4 
20.5 
6.2 
5.7 
9.5 
3.42 
7.6 
8.4 
10.5 
4.2 
2.4 
1.8 
10.8 
4.8 
5.0 
0.2 
4.3 
5.4 
3.6 
養 稀釈 倍数| 108 107 108 107 107 106 106 106 { 106 
1% 大腸菌族 2.93 1.26 1.26 5.6 5.9 8.6 2.94 4.6 i 2:ま
好 葡 腸球菌族 1.5 37.4 2.15 0.4 ，'5.1 19.2 
気
萄
糖
寒 
グ(愛形菌〉 
曙酸揮菌族 
2.2 22.8 15.2 10.8 1.3 72.1 
'1生
天 その他
培 稀釈 倍数 l 108 107 108 107 107 10日 106 106 105 
養
E M B|大腸菌族| 2.8 1.05 1.35 5.8 5.7 8.8 2.82 4.8 2~4 
稀釈倍数! 108 107 108 107 107 106 106 106 105 
雛 No.8 M 雛 
3 11 17 25 31 39 47 54 61 
生後日数
ミヤ Pサシ投与後何 I1 2 3 4 5 
糞便の性状 褐茶+乳ピ茶褐+白 褐 褐褐+乳白褐+~一扇平百敷 軟普通軟+水通軟+水軟+水軟 
糞便の pH 6.0 6.4 6.8 6.4 5.8 6.2 6.4 6.2 6.2 
嫌 
気
』性
培
N z
盟 
e
吋 
p 
p 
培
地
大腸菌族
腸球菌族
グ C~形菌〉
曙酸梓菌族
そ の他
1.53 
0.33 
4.3 
4.1 
3.67 
2.10 
0.23 
6.2 
3.4 
0.25 
6.0 
1.0 
68.4 
91.2 
5.9 
12.6 
139 
3.2 
29.1 
2.9 
1.6 
6.0 
24.4 
1.2 
養 稀釈 倍数| 109 108 108 108 107 106 106 108 107 
1% 大腸菌族 1.22 4.86 2.50 3.6 1.2 6.2 3.6 2.52 4.02 
好
気
事
寒
腸球菌族
グ(斐形菌〉
唾酸拝菌族 
0.24 4.50 0.41 
九 
0.2 85.5 
126 
20.2 
22.5 
0.34 
1.15 
3.23 
12.5 
J性 そ の他 
培 稀釈
倍数!.. 109 10R 10'1 10"1 107 106 106 108 107 
養
E.M. B.I大腸菌族| 1.48 
稀釈倍数| 109 
4.7 
108 
2.31 
10~ 
4.34 
108 
1.0 
107 
6.84 
106 
4.25 
106 
2.73 
10>1 
5.0 
107 
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第 5表
で
ヤ p サ ン 投 与
~ 
生¥後日数| 3 11 17 25 31 39 47 54 61 
ミヤヤサン投与後日数l 6 14 22 29 36 
M 雛休重 (g) I 35 69 105 142 197 273 376 445 546(No..8) I 
対照雛体重 (g)1 39 71 103 140 179 263 362 479 548(No. 27) .1 
が腸内菌分布との聞には相関々係が認められた。即 65.0gで 2.5g (3.1%) M 群劣るもミヤリサシ投与
ち犬腸菌く腸球菌の状態を示す時は発育増加曲線 1適後には既に M 群は対照群を追いつき却つて
は上昇を示し，大腸菌>腸球菌，叉は大腸菌宇腸 2g (1.88%)多くなり， 4週後には 17.0g (5.4%) 
球菌の知き状態の時は発育が悪い。曙酸揮菌にあり と更に多くなり， 6週後には 64.1g (13.3%)とそ 
~\.. "-では煽均菌ほど顕著ではないが略々同様の傾向が の差は最高を示し， 7週後で、は梢々其の差が縮まり
見られた。!今弦に生後 61日に於て同程度の発育を 51.0g (8 75%)の差を示した。
遂けYこ雛を M 群，対照群中より各 1羽取り上げて 2) 個々の雛の体重
菌叢の菱化と体重との関係を検討するに，上記の表 ミヤリサシ投与直前の雛の体重の近似値にあるも 
5に見る如く，初生 25日後即ちミヤリサシ投与直 のを数群に分けて， M 群と対照群との個々の雛の
前の両雛の体重は夫々 140g，142gで殆んど差が無 発育状況を比較して見るに， M 群はミヤ Pサン投
いが 6日後の両雛の体重は夫々 179g，197 gでミヤ 与 1週目既に対照群に差をつけ第 3週日には殆んど
リサ Y投与雛が急速に体重の増加を示した。この時 対照群の上位となり， 6適後に於ては 16例中 15例
の菌叢の愛化を見ると M 雛に於ては大腸菌の減少 が対照群の平均体重を凌駕し， 1例は稿、々劣ると雄
と腸球菌及び啓酸揮菌の増加が見られる。而して自 も対照群雛の中位に位する発育を遂げてし、る。 7週
然の状態に於ける雛即ち対照雛におりては，腸球菌 後に於ては梢々其の差が縮まったが依然として M
及び害酸揮菌は減少傾向を示し，大腸菌は略々定着 群は優位にある。
の状態にある。然しながら更に 2--3週後噴より M 第 3節腸内ー菌叢
雛は再び大腸菌の増加を来し，腸球菌と略々同値を 各群 4羽中各 1例について糞便 19中の生菌数を
示す様になり，それに一致して体重増加曲線は下降 例示すると第 7表の如くで，成績を総括すれば次の
した。一方対照雛には大腸菌の滅少傾向と，腸球菌， 通りである。
の増加傾向が見られ，それに一致して体重増加曲線 1) 生後3日餌付け前既に犬腸菌及び腸球菌が前
は上昇して， 61日後に於ける両雛の体重は殆んど同 実験時と同様に可成りの菌数に増殖していたが，曙
値を示した。 酸樗菌は倫出現せざるものが多かった。
第7章 第4回実験成績 2) 対照群に於て 3菌の分布状態を見るに，生後
本実験にはM群 16羽，対照群 16羽計 32羽を使 1ヶ月頃迄は大腸菌と腸球菌とは大体に於て 10可の
用し，体重を測定すると共に各群より 4羽宛計8羽 同じ n値に分布してし、る。市して，感染当初は概
につき 72回糞便菌叢の検査をした。実験期間は 3 して高い菌数即ち n宇 8を示し， 3週国境よりは
月 19日より 5月 15日迄である。 n宇 7に降って略々定着している。 1ヶ月を過ぐる
第 1節一般状態 噴より，大腸菌は更に減少の傾向を示すも腸球菌に
ミヤ Pサシ投与後，前半に於ては両群の聞に格別 於ては踏々定着してし、る。磐酸揮菌にありでは其の
の差は無かったが，後半に至り M 群逐次優勢とな 出現は断続的であった。
り全般に元気が良かった。 3) M 群に於ては， ミヤリサ Y投与 1週後に於
第 2節体 重 て，全例に大腸菌の減少を見るも，対照群に比して 
1)平均体重 特に顕著なる差異は見られなし、。 1ヶ月を過ぐる噴
第6表の如く生後約 48時間即ち餌付け直前の体 より大腸菌は更に減少し略々 n=6の菌数を示し1
重は M群 35.8g，対照群 36.0gで殆んど愛らない。 た。腸球菌に於ては，増加傾向を示すもの 3例で，
ミヤりサシ投与直前の体重は M 群 62.5g，対照群 何れも大腸菌より 1...20der上の数値を示し 1 
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第 6表第4回実験体重 
M 群 
ヰ? M投与後 (W) I 18 25 32 1 2 3 39 46 53 4 5 6 60 7 
1 37 65 
2 
119 . 
179 241 327 356 483 550 

39 54 
 89 126 208 290 357 472 522 

3 
 114 166 255 348 418 532 634 

5 

39 61 

37 58 
 102 146 241 331 422 549 670 

7 
 38 58 
 75 113 187 272 341 465 595 

11 
 36 54 
 86 115 189 281 333 418 550 

13 
 102 117 176 248 286 394 494
37 59 

36 76 
 127 182 275 374 422 552 660 

18 

14 

36 61 
 107 136 217 300 338 465 549 

20 
 37 73 
 127 175 267 346 400 536 636 

21 
 118 178 265 343 400 545 629 

26 

36 68 

115 169 249 339 395 505 613 

29 

34 70 

34 65 
 104 142 206 298 350 473 584 

34 
 32 58 
 111 141 221 297 350 440 564 

37 
 105 137 211 288 343 449 547 

38 

33 63 

33 58 
 92 128 207 279 328 428 516 

_/ 
平均体重| 35.8 62.5 106 146 226 310 365 481.6 582 

)1-0臼q対体重照群差と(gの -2.5 2 -2.2 13 17 9.5 64.1 51 

Fω| -3.1 1.88 -1.5 5.6 5.4 2.6 13.3 8.75 

対照群 
  
3 11 18 25 32 39 46 54 60
立竺-1 
  
6 

8 

9 

10 

12 

15' 

17 

22 

23 

24 

27 

30 

32 

35 

36 

40 

39 

37 

38 

38 

36 

36 

36 

37 

37
、 
36 

24 

34 

34 

34 

33 

32 

73 

67 

50 

65 

63 

62 

68 

75 

68 

71 

70 

67 

74-
58 

60 

51 

115 

104 

85 

107 

97 

98 

109 

112 

105 

104 

110 

109 

109 

85 

96 

82 

166 

115 

125 

154 

137 

145 

169 

163 

172 

146 

160 

164 

170 

130 

141 

115 

228 

212 

187 

208 

182 

204 

228 

233 

232 

211 

228 

222 

247 

180 

198 

165 

292 

295 

286 

278 

268 

285 

314 

321 

309 

309 

318 

299 

339 

250 

290 

233 

344 382 

356 400 

348 490 

333 386 

325 373 

356 419 

369 419 

358 442 

361 437 

402 460 

397 484 

374 430 

424 510 

312 366 

352 389 

277 313 

520 

520 

599 

470 

452 

531 

539 

575 

461 

568 

595 

549 

664 

508 

535 

408 

平均体重I36.0 65 104 148.2 213 293 355.5 417.5 531 
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第7表 雛 No.8. 対照雛
生 後 日 数| 3 11 18 25 32 39 46 53 60 
糞便の性状|管 茶普通褐 '褐普+通白 褐普+通白 褐軟 電炉 水乳様白便 軟黄+緑水緑褐普通+白
糞便の 6.4 5.8 6.8 6:6 6.8 6.8 6.2 6.4 7.0 
嫌 
気
性
培 
~@ジ大腸菌族 
EE耳ガャ腸球菌族 
ィベ愛形菌〉 
モ瞥酸樟菌族 
培地培地そ の他 
2三 
1 
Oo9 
7.26 
1.62 
0.84 
1.21 
3.48 
3.52 
1.68 
3.78 
6.72 
6.70 
3.32 
12，8 
1.7 
10.2 29 
1.26 
1.26 
23.0 
4.2 
7.7 
0.7 
@ ⑧ 
養
稀釈倍数|ω 
1% 大腸菌族 6.63 
107 
6.50 
107 
1.15 
107 
1.12 
106 
8.32 
106 
1'.14 
105 
3.8 
106 
1.46 
105 
1.37 
好
気
事腸球菌族 1.15 グ(~;形菌〉 
1.50 3.3，、 2.64 4.1 
13.3 
0.73 
12.01 
4.09 3.64 
20.72 
0.84 
曙酸揮菌族
』性 そのイ也 0.84 0.34 0.73 
培 稀釈 倍数l107 107 107 107 106 106 106 106 106 
養
E.M.B.I大腸菌族| 7.28 
稀釈倍数| 107 
6.60 
107 
1.16 
10'i 
9.3 
106 
8.78 
106 
7.32 
106 
4.0・ 
106 
1.47 
106 
1.35 
106 
雛 No.14. M 雛 
3 11 18 25 32 39 46 53 60 
生後日数
ミヤ Pサ Y投与後 1234567 
(W) 
緑褐黄褐+白黄褐+白褐+白褐+白 灰緑薄乳白 黄褐褐+白状 一 日 開牛 二i-の 一
一 の
l-便一便
萄天
糞一糞 
4.2 1.59 7.20 2.10 1.44 
嫌 。 大腸菌族司 智 1.3 13.87 8.64 2.32 8.70 1.8 1.66 2.64 9.2芳ャr 腸球菌族 
4.3 27.，0 1.60 7.27 千十ィベ~形菌〉気
2.88 26.68 44.6モ l昏酸揮菌族 
1)'生
0.26 1.8 1.06 
培 
培地地培Iそ の 他 
@ @の別| @ @ 
、 
養
108 10胃 107 107 107 10日 106 106 106稀釈倍数 
3.2 1.84 7.82 2.35 1.22 4.9 5.3 4.4 6.3 
好
1% 大腸菌族 
0.52 18.9 9.6 2.90 0.49 1.2 2.1 3.88 
グ(愛形菌〉 
腸球菌族 
4.9 0.39 6.96 21.12 17.6 48.3葡精寒気
害酸揮菌族 
0.78 0.7その他i性
稀釈 倍数| 108 108 107 107 107 106 106 106 106 培
E.M時腸菌族| 3.1 1.85 7.68 2.32 1.23 5.0 5.4 4.54 6.83 
養
稀釈倍数| 108 108 107 107 107 106 106 106 106 
軟 普通普通普通軟+水 軟 71<様便軟+71<軟
6.4 6.8 7.0 6.8 7.0 7.2 5.8 6.0 6.8 
N@由
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例は大腸菌・と同じ n値を示した。
第 4節.体重と腸内菌叢との関係 
前回と同様体重増加率と腸内菌分布との聞に或る
程度の相関々係が認められた。
第8章第5回実験成績
本実験には M群 14羽，対照群 16羽計 30羽を使
用し，体重を測定すると共に各群より前回同様4羽 
宛検査雛を定め，計 8羽につき 72回糞便菌叢を検
査した。実験期間は 10月9日より 12月4日迄の 57
居間で、あった。
第 1節一般状態
強ミヤリサシ投与前は両群の差殆んど無く，投与
後 1週目噴より M群の発育目立って良く，対照群
の発育区々なるに反し粒捕jし、とし、う感があった。換
羽の遅れたものが対照群に多かった。備強ミヤリサ
ユ/投与前に(生後 5日及び 6日目〉糞便を検査した
雛が2羽艶死した。この 2羽は飼育当初より元気が
無かったし，加うるに採便時に排便が遅延したので
精々長時間室温に放置した為かと思われる。飼育末
期に於ては M 群は断然対照群を引離した。
第 2節体 重 
1)平均体重
第 8表の知く強ミヤリサシ投与直前の体重は M
群 57.5g，対照群54.3gで M 群精優勢であるが， 
投与 1週後には M 群 98.7g，対照群 89.2gで 9.5g 
(10.6%)と更に差をつけ， 5週後には M 群 389g，
対照群 331gで 58g (17.5%)と其の差は更に開き，
7週後には夫々 531g，436 gで其の差は実に 95g 
(21.7%)となった。 
2) 個々の雛の体重
両群に於て対照群の平均値を上廻るものと，平均
値以下のものとの比率を検討するに，第 9表に見る
如く，対照群に於ては其の比率が殆んど愛らない
が， M 群に於ては殆んどの雛が対照群の平均体重
値を上廻った。更に M 群の平均値を上廻るもの
と，平均値以下のものとを両群について検討するに
第 10表に見る如く， M 群に於ては平均値を上廻る.
ものが多くなったが，対照群に於ては遂次減少し
た。向個々の雛の発育状況を体重増加曲線を以て例
示すると第 11表の如くなる。
第 3節腸内菌叢
各群4羽の中各 1例について糞便 19中の生菌数
を例示すると第 12表の知くで，全成績を総括すれ
ば次の通りである。 
1) 生後 3日餌付け前既に大腸菌，腸球菌が前実
験同様可成りの菌数に増殖していた。曙酸揮菌も亦
前回同様早期出現少<，栴々遅れて出現した。
2) 対照群の 3菌の分布状態を検べると，生後 10
第QU 表 第 
M

回群実験体重
17 24 31 38 45 53 59 
M投与後 (W)1 1 2 3 4 5 6 7ヰプ 
1 33 
2 34 
3 31 
4 31 
5 36 
6 34 
7 33 
8 34 
9 34 
10 31 
11 32 
12 31 
69 
55 
57 
49 
50 
66 
54 
66 
58 
50 
57 
60 
111 
89 
94 
87 
88 
95 
102 
主03 
112 
90 
105 
109 
163 
148 
148 
143 
138 
139 
162 
163 
188 
145 
178 
180 
226 
220 
208 
211 
221 
186 
227 
225 
260 
200 
260 
253 
311 
320 
279 
295 
325 
245 
291 
317 
343 
268 
360 
355 
378 
426 
358 
371 
432 
304 
354 
408 
415 
316 
443 
460 
447 475 
553 650 
435 493 
467 530 
563 629 
351 356 
416 498 
502 558 
494 .533 
393 437 
549 618 
560 617 
平均体重| 32.8 57.5 98.7 158 225 .309 389 477.5 531 
対体重照群差と(gの 1.0 3.2 9.2 15 18 38 58 66.5 95)1
グ ω| 5.8 10.6 10.4 8.7 14.5 17・5 16.0 21.7 
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昭 群対 ，、司、
3 10 17 24 31 38 45 53 59話プ| 
医
13 31 59 95 178 239 305 361 420 428 
唖 
14 35 57 100 164 240 303 368 455 465 
15 35 55 90 133 178 235 319 385 396 
16 32 50 79 134 189 236 279 320 335 
17 32 62 108 178 246 325 371 / 441 468 
18 31 46 78 114 179 224 308 396 424 
19 31.5 50 84 115 157 201 241 298 317 
20 29 60 108 178 254 323 383 520 568 
21 29 57 85 124 170 216 255 324 351 
22 29 43 60 87 134 191 258 275 285 
23 29 47 68 103 170 242 313 432 485 
24 34 43 70 103 150 194 237 310 327 
25 29 50 82 147 220 296 364 465 508 
26 34 66 108 175 258 345 407 501 529 
27 35 55 98 165 251 337 408 495 523 
28 34 69 115 188 275 356 423 537 565 
平均体重| 31.8 54.3 89.2 143 207 271 331 411 436 
第 9表
lM 群|対照群
A
対照群平均値|ぞ上2lF611~上61 宮下2
長ヤF話18 14 91_ 
投与後 1W 9 3 8 
1 2W 10 2 8 
1 3W 10 2 8 
H 4W 10 2 8 
H 5W 10 2 8 
1 6W 10 2 9 
H 7W 11 1 8 
第 10表
「V

l7 
8 
8 
8 
8 
8 
7 
8 
群[対照群 
M群平均値|ぞ上61ぞ下2lぞ上21ぞアZ 
JF長-}•5 _J 
6投与後 1w 
w 6 
1 W3 6 
1 W3 7 
1， W5 6 
1 W6 6 
1 W7 7 
111 1 
7 5 
5 116 
7 96 
76 9 
5 115 
136 3 
4 126 
2 145 
日i賓迄は大腸菌，腸球菌は何れが優勢か不定で，其
の数値は 107~9 を示し，其の後も大腸菌は略々其の 
数値を示すも，腸球菌は減少傾向を来じ，大腸菌よ
り10の 10der位下の菌数を示した。而して 1ヶ
月を過ぐる噴より大腸菌の減少傾向が現われ，腸球
菌と略々同値を示す様になった。害酸樗菌は第 3週
の初め噴迄は断続的に出現したが，後半期に至りて
は殆んど毎常出現し，其の数値は 107~8 を示し，幼
雛期に高く，発育につれて大むね減少する傾向が見
られた。 
3) M群の 3菌の分布状態を検べると，強ミヤ 
Pサシ投与前に於ては，対照群雛と同様の菌分布を
示すも，投与 1週後には大腸菌は減少し， 略々 10
の 10der位下の菌数に降って，腸球菌と大体同じ 
n値に定着した。 1ヶ月を過ぐる噴より大腸菌は更
に減少し，腸球菌は増加の傾向を示して，腸球菌が
大腸菌よりも 1.-20der上の数値を示すものが多
かった占樗酸揮菌の分布は対照群と殆んど差異が無
かった。
第 4節体重と腸内菌叢との関係
今回も前回と同様体重増加率と腸内菌の分布には
相関々係が認められた。
第 9章者 按
本実験に依り対照群即ち自然の偉の状態に於ける
雛の発育状況は，良好のものあり，悪しきものあり
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第 11表 の腸内常住菌は，腸球菌，大腸菌及び
噴酸惇菌であり，更に其の生理的意義
については，大腸菌は宿主動物に有害
に働き，腸球菌は有益に作用し，噴酸
お5.gNo.16 樗菌も亦有益に作用するものの様であ
る。
ミヤリサユノ投与に依り，大腸菌が減
少し，腸球菌が増加するのを認めたが
，曙酸揮菌の~化は余り認められなか
った。大腸菌が減少するのはミヤリサ
M のの発前維与き雛投な両
差忘る M
hz
態後状与態育設状
育
発 どけナ，ん於示殆に例
シの主体を為す ClostridiumM.が
大腸菌と措抗するためと考えられる。
而して，腸球菌の増加するのは Clos-
tridium M.が直接腸球菌に作用して
腸球菌の増殖を促すものか，或は Clo-
765M02 stridium M が大腸菌に捨抗して大
~長4L 日5g No. 28 腸菌を減少せしめた結果として(腸球
菌には好条件が与えられたことにな
.._，."，. 
" 	 る〉現われる二次的現象であるかは詳
~/ No・2. M者手中にて最高の発育を遂げたも¢
/ノ No・28 対照群中にて グ
でないが， ミヤりサ γを精々多量に投
，  
，  
， 与した時にも腸球菌には殆んど愛動な
くして，大腸菌が減少する事実及びミ， 
1，'
〆
p 
， ヤリサ yの持続投与に依って大腸菌の
，， 
一一一一-.M投与雛
ーー一対照雛 	  愛動をおさえ，克〈安定状態を維持し
且つ腸球菌の増殖が比較的遅れて現わ
れて来る事実よりして，腸球菌の増殖
は後者に依るものの様に思われる。
第 3回実験 (5%ミヤリサシ投与〉に
38 45 53 59 於て， ミヤリサ y投与 1週後， M 群全
日数
例に於て大腸菌の減少を見，それに一
致して体重は急速に上昇したが，後半に至りて大腸
尻，
極めて不同であったが，	 ミヤリサ y投与雛に於ては
概して発育が良好で略々順調な発育を見た。然し乍
ら個性差に依るものか対照群に於ても極めて発育佳
良のものもあり， M 群が際立って対照群より佳良
であるとし、う様な現象は見られなかったが，概して
良好であり，対照群に見られる様な発育の不良なも
のを殆んど見なかったとし、う事は特筆すべき事柄に
違いない。之れは要するに雛の素質の佳良なるもの
に対しては， ミヤリサンの投与は其の意義少きも，
弱質なる雛に対しては克く発育を促進せしむる効力
がある為と考えられる。
先の文献的考察並に予備実験及び本実験より鶏雛
菌の増加傾向が現われ，それに一致して体重増加曲
線の，下降を見たが，これは製剤中の 70%ぷCaC03
であるため， 幼雛に大量投与するときは食滞を来
し，好結果を得られなし、し、う宮入菌剤研究所の報告
と一致したが， これは凡らく CaC03の蓄積に依
る為害作用で，腸内菌叢の措抗作用を阻害し，大腸
菌，腸球菌の均衡を破る結果と解釈したい。而して
ミヤりサシ投与は大腸菌を減少せしめ，腸球菌を増
殖せしむることからして， ミヤリサシ投与に依る体
重の増加作用の本体は，主として大腸菌の減少と腸
球菌の増加に依るものと考えられる。
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第 12表 雛 No.26. 対照雛
生後 日 数| 3 
糞便 jの性状 I緑水様+便白
10 
普褐通
17 
普褐通
24 
普褐通
31 
普茶通掲
38 
普茶通褐
45 
褐普+通白
53 
普茶通褐
59 
褐長白
糞便の 6.0 7.0 6.8 6.2 6.0 6.0 6.2 6.8 6.2 
1.7 1.98 8.9 1.99 2.75 7.6 2;08 2.9 1.9大腸菌族bヤ〆
嫌 0.08 1.633 0.7 0.051 3.8 0.48 6.0腸球菌族ガ
0.08 3.16 198 4.6イ 1.(菱形菌〉気
ぞ 0.52瞥酸樗菌族』性 地培 その他
培 。} 
本間|瞳酸揮菌族| 。 1.95 0.57 。 3.8 0.282 180.6 15.76 
養
稀釈倍数| 107 108 l07 108 108 106 107 105 106 ‘ 
._ーーー一ーー田ーーーーー~晶ムr
1.7 1.56 1.1 1.8 3.0 8.0 2.0 2.4 1.6 
好
1% 大腸菌族 
0.2 1.35 0.12 0.095 0.02 3.45 0.49 3.6 1.52 
グ(愛形菌〉 
腸球菌族 
2.73 180 1.83 
気
害酸揮菌族 
そのイ也i性
107 10月 108 108 108 106 107 105 106 
培 E稀M釈時倍間数割| 
1.6 1.76 9.2 1.8 2.4 6.5 1.5 3.0 1.5 
養
稀釈倍数| 107 108 107 108 108 106 107 105 106 
葡寒天萄糖
一ー 
雛 NO.2. M 雛 
3 10 17 24 31 38 45 53 59 
生 後 日 数 
M 投与後何| 1 2 3 4 5 6 7 
糞〆便の性状 
i1 様使 普褐通 茶普褐通+白茶普褐通+白褐普+通由 経軟+褐 普掲通7k緑 普褐通 普褐通
糞便の pH 5.8 6.0 6.4 6.8 6.8 6.4 6.0 6.5 6.0 
嫌 2腸球菌族 
2.42 
0.67 
3.6 
3.5 
3.6 
1.8 
2.2 
1.0 
10.2 
1.4 
2.6 
31.0 
4.3 
95 
2.4 
63.3 
3.0 
155.8 
気 イ ベ愛形菌〉 121 76.2 167;6 
モ 噴酸揮菌族 
j生 培地その他
培
本間|噂酸揮菌族| 。 3.79 
養
稀釈倍数 i109 107 
3.7 
15.3 
106 
3.2 
/ 
。 3.4 
106 106 
60.0 
105 
196' 
105 
912 
105 
、 
323 
105 
1% 大腸菌族 2.64 3.5 3:4 2.1 9.8 3.0 4.6 2.5 3.0 
好 腸球菌族 0.40 3.4 2.0 1.04 1.9 23.0 157.7 171 304 
事葡天気 ベ愛形菌〉
害酸揮菌族 
j性 そのイ也
培 稀釈 倍数| 
109 107 106 106 106 105 105 105 105 
養
E.M. B.j大腸菌族| 2.68 
稀釈倍数! 109 
3.4 
107 
3.4 
、 106 
2.0 
106 
9.3 
106 
2.9 
105 
4.4 
105 
2.5 
105 
3.1 
105 
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第 10章総 括 
1) 酪酸菌剤「ミヤリサンj を経口投与した場合動物の生長に如何なる影響を及ぼすかを知
るため，鶏雛に「ミヤリサンJ(0.2%，0.5%，5%'. 1%)及び「強ミヤリサンJ1%を投与して
其の発育状態並に腸内菌叢を検討した。 
2) rミヤリサンJ0.2弘 0.5μ投与で何れも 1週後既に体重は対照群に優り， 投与後 0.2%
では 6週後に， 0.5%では 8週後に夫々 8.6%，5.8%増を示した。 
3) rミヤリサンJ5%投与では投与後急速に体重増加を示したが， 5週後に於ては殆んど対
照群と相違が無くなった。 
4) rミヤリサンJ1%では投与 7週後に対照群より 8.75%増であった。 
5) r強ミヤリサンJ1%では投与 7週後に対照群より 21.7%増であった。 
6) 鶏雛の腸内主要常在菌は，腸球菌，大腸菌及び噴酸樗菌の 3菌であることを知った。 
7) 鶏雛の糞便 19 中の 3 菌の菌数は，幼雛期は大腸菌と腸球菌は 106~9 で何れが優勢か不
定であるが略々同じ n値に分布しているO 稽酸J惇菌は大腸菌及び腸球菌より梢々遅れて出現
する。噌酸樗菌は断続的に現われるようで梢々関連性を欠くものの如く，其の菌数は 107~8 を
示すO 癖化後 1 ヶ月を過ぐる頃より腸球菌 10C-7，大腸菌 106，暗酸樟菌 106~8の菌分布を示し，
も 大体その位を維持している。 
. 8) rミヤリサンJ 5μ投与では，大腸菌は 10の 10der位下降を 1週後に示し，更に 2-， 
3週後には再び増加して， 大腸菌三三腸球菌の状態を示す様になるO 暗酸樗菌は対照群との相
違が見られなかった。而して大腸菌の減少と一致して体重培加が現われたが，大腸菌の再増加
につれて体重増曲線は下降した。 
9) rミヤリサンJ 1%投与では投与 4，-.， 5週日頃より腸球菌の増加に一致して体重増加が
戸顕著になった。 
10) r強ミヤリサンJ 1折投与では， 投与 1週後頃より大腸菌の減少を認め， 体重増曲線は
上昇を示し，投与 4，. 5週日頃より腸球菌の増加に一致して体重増加が甚だ著明になった。 
11) M 群， 対照群共に個々の雛の体重増加率は， 大腸菌と腸球菌との出現率に密接な関係
を示し，大腸菌>腸球菌の場合は発育は回答せられる。大腸菌<腸球菌の場合は促進せられ
るが，この場合腸球菌の絶対値大なるほど体重増加曲線は上昇するのを認めた。 
12) rミヤリサンj投与に依り糞便は軟便に傾いたが pH値には両群の間に殆んど差を認め
なかった。
本:稿を終るに臨み，柊始御懇篤なる御指導と御校閲の労を恭うせる恩師谷川教授に深甚なる謝
意を捧げると共に，終始有益なる御助言を賜った田波助教授に感謝いたします。
前，雛飼育について御助言と御便宜を賜った農林省農業技術研究所森本博士に謝意を表します。
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